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町田と
子どもたちの
未来のために。



日頃からサッカー教室を実施する中で、コーチた
ちの子どもたちへの接し方、指導法についてご好評
いただくことが多くありました。学校教育において
はサッカー指導（および運動指導）での「メニュー
が乏しい、声かけが難しい」といった課題感があり、
教員研修という企画を通して少しでも力になれるの
ではないかと考え実施に至りました。ご自身も楽し
んでいただきつつ、様々な意見を交えて研修を実施
することができました。活動を広げていくこと、子ど
もたちを支える教職員の皆さまを後押しすることが
できるよう今後も取り組んでいきたいと思います。

担当コメント

小池 万次郎

　3月1日（土）町田消防署にて開催された
『春フェスin 町田消防署』にゼルビーが参加し、
1日消防署長として活動しました。
消防に関連する様々なコンテンツが充実して

おり、来場された皆さんは楽しまれていました。
町田消防署長より1日消防署長に任
命いただき、タスキをかけてやる気
満々のゼルビーは、会場内でグリー
ティングをしながら参加されている方々
と交流させていただきました。

3月1日（土）、町田警察暴力団排除協議会
暴力団排除パレードに太田宏介アンバサダー
とゼルビーが参加しました。
当日は町田駅のカリヨン広場から暴力団
排除協議会の皆さまと共に、暴力団の追放
を呼び掛けながら旧町田街道を歩きました。

ゼルビー、1日消防署長
に任命！！

暴力団排除パレードに太田宏介アンバサダーと
ゼルビーが参加

町田消防署の公開日として
開催された春フェスに参加した
ゼルビー

1月29日（水）、FC町田ゼルビア三輪緑山ベースにて、町田市内公立小学校の教職員
を対象としたサッカー指導法についての研修会を実施いたしました。
初めての試みとなる今回は約 20 名の教職員の皆さまにご参加いただきました。
講師はFC 町田ゼルビア普及部 部長の小杉賢三が務め、先生方が日頃の体育授業や

サッカー指導について疑問に思うこと、悩みや課題『指導方法のバリエーションを増やした
い』『運動やボールを使うことへの苦手意識を改善する方法』『子どもたちへの声のかけ方』
などを中心に実践を交え、メニュー紹介や子どもたちへの声かけのアドバイスをお伝えしま
した。
先生方も積極的にかつ楽しみながらご参加いただき、非常に有意義な時間となりました。

3月27日（木）、小学校の教育現場におけるサッカーや運動指導について、
メニューや子どもたちへの接し方に対する課題解決や情報交換を目的に、
第二回となる教職員研修会を町田市立町田第四小学校で開催しました。
町田第四小学校と近隣小学校を含めた教職員の皆さま約 20 名が参
加し、実技指導をメインとした形で進行。運動への苦手意識を和らげる
ようなルール設計の工夫や声かけ、ボール運動でのメニュー紹介など、
約1時間のセッションを参加者自身にも体験いただきながら実施しました。
講師には、FC町田ゼルビア普及部 部長の小杉賢三をはじめ、FC町

田ゼルビア強化部 地域担当の深津康太も参加しました。
深津もメニューに参加しながら、教職員の皆さまをサポート、明るく盛

り上げていただきました。教職員の皆さまも積極的な参加で楽しく交流と
研修会を実施することができました。

町田市内公立小学校教職員を対象とした
サッカー指導研修会を実施！

第二回サッカー・運動指導法研修会
を実施

【石阪丈一市長コメント】 
　改めまして、今回は新しい試みとして民間企業への職員
派遣の発表をさせていただきます。小田急電鉄さん、ゼル
ビアさんにご協力いただけたということに感謝申し上げます。
　民間企業に提案をするというのは、私はずっと昔から
言っていました。自分が民間企業に勤めていたこともあ
り、そこで役所の風土の違いというところをずいぶん体
で感じて仕事をしていました。民間の組織のために働き、
その組織風土を学ぶということで、座学とか研修といっ
た意味ではなく、ゼルビアならゼルビア、小田急電鉄な
ら小田急電鉄という、その組織のために働くという体験
があって初めて、企業の行動原理や作法を学べるかなと
思いましたので、私としては本当に嬉しい限りであります。
今回派遣する職員の成長もそうですが、 持って帰ってきた
もので私たちが成長する。それぐらいのインパクトがある
と思っていますので良い機会だと思っております。本当に
両企業にご協力いただいことで実現できたということを
感謝しております。

【上田武蔵代表取締役COOコメント】 
　今回の派遣研修において、ご調整いただきました町田市
の皆さまに感謝申し上げます。
　一番最初に担当より派遣研修について報告を受け、迷うこ
となくぜひお願いしますとお返事させていただきました。
　昨年初めてJ1リーグを戦った中、地域行政、各自治体と
二人三脚で何十年という歴史を紡いできたようなJ1のトップ
クラブになるには、我々クラブが単独で頑張るだけではなく、
行政をはじめ地域の皆さまと「チーム町田」、「町田魂」といっ
た同じ思いやビジョンを描いていくことができなければ追いつ
くことはできないと課題感も痛感していました。
　そういった思いを含め我 と々しても人材の部分でも一蓮托
生となり、より一層『町田』という地域のために貢献できるこ
とを更に表現していきたいという思いで今回取り組みをスター
トさせていただきます。
　4月より派遣研修が開始となりますが、2025シーズンは
始まっておりますので、ご出向いただける職員の方と一緒によ
り一層町田を盛り上げていけるように頑張っていきたいと思い
ます。引き続きよろしくお願いいたします。

どんど焼き 献血キャン
ペーン 文化の祭

典

町田市から派遣で来ました笹本です。
私は町田出身で現在も市内在住です。私

自身が昔サッカーをやっていたこともあり、
FC町田ゼルビア（当時は FC町田）は少年
たちにとって憧れのクラブでした。
今や町田を象徴する、FC町田ゼルビアで

働けることとなり、大変嬉しく思っています。
市の職員として、業務を行う中で、行政が取り
組んでいる様々な課題へのアプローチについて、
クラブが持つリソースやパワーを活用し、協働す
ることで、より大きな成果を挙げられる可能性が
あると感じました。
この可能性を具体化し、実現するため、庁内で
一番熱量を高く持って取り組んでいきたいと思い
ます！ よろしくお願いします。

派遣研修職員　笹本 雄佐

担当コメント

　1月11日（土）、ゼルビーが『三輪緑山どんど焼き・
冬季献血キャンペーン・新春文化の祭典 in 鶴川』に参加しま
した。
スタートは三輪緑山スポーツ広場で行われた『どんど焼き』
への参加から。日頃からお世話になっている三輪緑山地区の
皆さまに新年のご挨拶をさせていただきました。会場には多く
の方が来場していたこともあり、2025シーズン開幕へ向け
たPRや記念撮影などを行いました。
お昼からは、ぽっぽ町田にて開催された「冬季献血キャン
ペーン」に参加。主催の町田市献血推進協議会と連携し、
ご通行中の方々へ献血協力のお願いを行いました。献血にご
協力いただいた方々には、FC町田ゼルビア・日本赤十字社

コラボボールペンのプレゼント配布も実施。気温が低い中で
はありましたが、血液が足りないひっ迫した状況を少しでも改
善しようと一生懸命にPRしていました。
午後には一年の始まりを文化・芸術を通して祝福する祭典

「新春文化の祭典 in 鶴川」へ移動。いけばなの集い、新春
吟詠大会などの演目を見学させていただき、皆さまの発表を
楽しんでいる様子でした。町田市文化国際交流財団様にご配
慮いただきステージにて新年のご挨拶。地域振興スタッフか
らクラブとして今シーズンの想いをお話させていただきました。
ゼルビーは、新年のご挨拶を通して、地域の方々の温かさ、
地域の方 と々交流する重要性を再認識し、今年も1人でも多
くの地域の方 と々交流していきたいと意気込んでいました。

ＦＣ町田ゼルビアは、町田市と『職員の派遣に関する協定』
を締結し、3月25日（木）に町田市庁舎にて記者発表を行
いましたのでお知らせします。
本協定は、町田市とＦＣ町田ゼルビアが相互に連携して、

町田市職員が民間企業の組織風土や経営感覚を学び、市政
に役立てることを目的として職員派遣研修を実施します。

-------------------------------------------　
■ 協 定 名 称：職員の派遣に関する協定書
■ 協定締結日：2025 年 3月 25日
■ 協定締結先：小田急電鉄株式会社
 株式会社ゼルビア
　 ※ 町田市より各社へ職員 1名ずつが派遣され、株式

会社ゼルビアでは地域振興部に配属となります。
■ 派 遣 期 間：2025年4月1日～2027年3月31日（予定）
■ 研 修 内 容： 各イベントの運営・企画など地域振興

に関する業務、中心市街地活性化に向
けた取り組みに関する業務

ゼルビーが市内イベントに参加しました！

ゼルビーが市内イベントに参加しました！

町田市と『職員の派遣に関する協定』を締結！！

ゼルビーへのたくさんのゼルビーへのたくさんの
 お声がけありがとうございました！ お声がけありがとうございました！
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2025 クラブゼルビスタ2025の入会詳細はこちら ▼

パソコン・スマートフォンから
お申込みができます！入会受付中！

うれしい 入会特典 !

特典はご入会のコースにより異なります。

ゴールド会員

年会費11,000円（税込み）

ブ ル ー 会員

年会費 3,500円（税込み）

ジュニア会員

年会費 1,000円（税込み）
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日頃からサッカー教室を実施する中で、コーチた
ちの子どもたちへの接し方、指導法についてご好評
いただくことが多くありました。学校教育において
はサッカー指導（および運動指導）での「メニュー
が乏しい、声かけが難しい」といった課題感があり、
教員研修という企画を通して少しでも力になれるの
ではないかと考え実施に至りました。ご自身も楽し
んでいただきつつ、様々な意見を交えて研修を実施
することができました。活動を広げていくこと、子ど
もたちを支える教職員の皆さまを後押しすることが
できるよう今後も取り組んでいきたいと思います。

担当コメント

小池 万次郎

　3月1日（土）町田消防署にて開催された
『春フェスin 町田消防署』にゼルビーが参加し、
1日消防署長として活動しました。
消防に関連する様々なコンテンツが充実して

おり、来場された皆さんは楽しまれていました。
町田消防署長より1日消防署長に任
命いただき、タスキをかけてやる気
満々のゼルビーは、会場内でグリー
ティングをしながら参加されている方々
と交流させていただきました。

3月1日（土）、町田警察暴力団排除協議会
暴力団排除パレードに太田宏介アンバサダー
とゼルビーが参加しました。
当日は町田駅のカリヨン広場から暴力団
排除協議会の皆さまと共に、暴力団の追放
を呼び掛けながら旧町田街道を歩きました。

ゼルビー、1日消防署長
に任命！！

暴力団排除パレードに太田宏介アンバサダーと
ゼルビーが参加

町田消防署の公開日として
開催された春フェスに参加した
ゼルビー

1月29日（水）、FC町田ゼルビア三輪緑山ベースにて、町田市内公立小学校の教職員
を対象としたサッカー指導法についての研修会を実施いたしました。
初めての試みとなる今回は約 20 名の教職員の皆さまにご参加いただきました。
講師はFC 町田ゼルビア普及部 部長の小杉賢三が務め、先生方が日頃の体育授業や

サッカー指導について疑問に思うこと、悩みや課題『指導方法のバリエーションを増やした
い』『運動やボールを使うことへの苦手意識を改善する方法』『子どもたちへの声のかけ方』
などを中心に実践を交え、メニュー紹介や子どもたちへの声かけのアドバイスをお伝えしま
した。
先生方も積極的にかつ楽しみながらご参加いただき、非常に有意義な時間となりました。

3月27日（木）、小学校の教育現場におけるサッカーや運動指導について、
メニューや子どもたちへの接し方に対する課題解決や情報交換を目的に、
第二回となる教職員研修会を町田市立町田第四小学校で開催しました。
町田第四小学校と近隣小学校を含めた教職員の皆さま約 20 名が参
加し、実技指導をメインとした形で進行。運動への苦手意識を和らげる
ようなルール設計の工夫や声かけ、ボール運動でのメニュー紹介など、
約1時間のセッションを参加者自身にも体験いただきながら実施しました。
講師には、FC町田ゼルビア普及部 部長の小杉賢三をはじめ、FC町

田ゼルビア強化部 地域担当の深津康太も参加しました。
深津もメニューに参加しながら、教職員の皆さまをサポート、明るく盛

り上げていただきました。教職員の皆さまも積極的な参加で楽しく交流と
研修会を実施することができました。

町田市内公立小学校教職員を対象とした
サッカー指導研修会を実施！

第二回サッカー・運動指導法研修会
を実施

【石阪丈一市長コメント】 
　改めまして、今回は新しい試みとして民間企業への職員
派遣の発表をさせていただきます。小田急電鉄さん、ゼル
ビアさんにご協力いただけたということに感謝申し上げます。
　民間企業に提案をするというのは、私はずっと昔から
言っていました。自分が民間企業に勤めていたこともあ
り、そこで役所の風土の違いというところをずいぶん体
で感じて仕事をしていました。民間の組織のために働き、
その組織風土を学ぶということで、座学とか研修といっ
た意味ではなく、ゼルビアならゼルビア、小田急電鉄な
ら小田急電鉄という、その組織のために働くという体験
があって初めて、企業の行動原理や作法を学べるかなと
思いましたので、私としては本当に嬉しい限りであります。
今回派遣する職員の成長もそうですが、 持って帰ってきた
もので私たちが成長する。それぐらいのインパクトがある
と思っていますので良い機会だと思っております。本当に
両企業にご協力いただいことで実現できたということを
感謝しております。

【上田武蔵代表取締役COOコメント】 
　今回の派遣研修において、ご調整いただきました町田市
の皆さまに感謝申し上げます。
　一番最初に担当より派遣研修について報告を受け、迷うこ
となくぜひお願いしますとお返事させていただきました。
　昨年初めてJ1リーグを戦った中、地域行政、各自治体と
二人三脚で何十年という歴史を紡いできたようなJ1のトップ
クラブになるには、我々クラブが単独で頑張るだけではなく、
行政をはじめ地域の皆さまと「チーム町田」、「町田魂」といっ
た同じ思いやビジョンを描いていくことができなければ追いつ
くことはできないと課題感も痛感していました。
　そういった思いを含め我 と々しても人材の部分でも一蓮托
生となり、より一層『町田』という地域のために貢献できるこ
とを更に表現していきたいという思いで今回取り組みをスター
トさせていただきます。
　4月より派遣研修が開始となりますが、2025シーズンは
始まっておりますので、ご出向いただける職員の方と一緒によ
り一層町田を盛り上げていけるように頑張っていきたいと思い
ます。引き続きよろしくお願いいたします。

どんど焼き 献血キャン
ペーン 文化の祭

典

町田市から派遣で来ました笹本です。
私は町田出身で現在も市内在住です。私

自身が昔サッカーをやっていたこともあり、
FC町田ゼルビア（当時は FC町田）は少年
たちにとって憧れのクラブでした。
今や町田を象徴する、FC町田ゼルビアで

働けることとなり、大変嬉しく思っています。
市の職員として、業務を行う中で、行政が取り
組んでいる様々な課題へのアプローチについて、
クラブが持つリソースやパワーを活用し、協働す
ることで、より大きな成果を挙げられる可能性が
あると感じました。
この可能性を具体化し、実現するため、庁内で
一番熱量を高く持って取り組んでいきたいと思い
ます！ よろしくお願いします。

派遣研修職員　笹本 雄佐

担当コメント

　1月11日（土）、ゼルビーが『三輪緑山どんど焼き・
冬季献血キャンペーン・新春文化の祭典 in 鶴川』に参加しま
した。
スタートは三輪緑山スポーツ広場で行われた『どんど焼き』
への参加から。日頃からお世話になっている三輪緑山地区の
皆さまに新年のご挨拶をさせていただきました。会場には多く
の方が来場していたこともあり、2025シーズン開幕へ向け
たPRや記念撮影などを行いました。
お昼からは、ぽっぽ町田にて開催された「冬季献血キャン
ペーン」に参加。主催の町田市献血推進協議会と連携し、
ご通行中の方々へ献血協力のお願いを行いました。献血にご
協力いただいた方々には、FC町田ゼルビア・日本赤十字社

コラボボールペンのプレゼント配布も実施。気温が低い中で
はありましたが、血液が足りないひっ迫した状況を少しでも改
善しようと一生懸命にPRしていました。
午後には一年の始まりを文化・芸術を通して祝福する祭典

「新春文化の祭典 in 鶴川」へ移動。いけばなの集い、新春
吟詠大会などの演目を見学させていただき、皆さまの発表を
楽しんでいる様子でした。町田市文化国際交流財団様にご配
慮いただきステージにて新年のご挨拶。地域振興スタッフか
らクラブとして今シーズンの想いをお話させていただきました。
ゼルビーは、新年のご挨拶を通して、地域の方々の温かさ、
地域の方 と々交流する重要性を再認識し、今年も1人でも多
くの地域の方 と々交流していきたいと意気込んでいました。

ＦＣ町田ゼルビアは、町田市と『職員の派遣に関する協定』
を締結し、3月25日（木）に町田市庁舎にて記者発表を行
いましたのでお知らせします。
本協定は、町田市とＦＣ町田ゼルビアが相互に連携して、

町田市職員が民間企業の組織風土や経営感覚を学び、市政
に役立てることを目的として職員派遣研修を実施します。

-------------------------------------------　
■ 協 定 名 称：職員の派遣に関する協定書
■ 協定締結日：2025 年 3月 25日
■ 協定締結先：小田急電鉄株式会社
 株式会社ゼルビア
　 ※ 町田市より各社へ職員 1名ずつが派遣され、株式

会社ゼルビアでは地域振興部に配属となります。
■ 派 遣 期 間：2025年4月1日～2027年3月31日（予定）
■ 研 修 内 容： 各イベントの運営・企画など地域振興

に関する業務、中心市街地活性化に向
けた取り組みに関する業務

ゼルビーが市内イベントに参加しました！

ゼルビーが市内イベントに参加しました！

町田市と『職員の派遣に関する協定』を締結！！

ゼルビーへのたくさんのゼルビーへのたくさんの
 お声がけありがとうございました！ お声がけありがとうございました！

街 づくり
アシスト

A S S I S T  f   r  T O W N  P L A N N I N G
街の賑わいや発展に協働して取り組み

次世代へと繋げていく街に

シーズンシートをお申込みいただけるのは、「クラブゼルビスタ会員のみ」となります。
クラブゼルビスタの詳細をパンフレットで確認する場合はこちら！

2025シーズンチケットは
明治安田Ｊ１リーグ・ホーム開催試合が対象です
※YBCルヴァンカップと天皇杯はシーズンシート対象外となります

ハーフシーズンシート
の詳細はこちら

•シーズンシートをお申込みいただけるのは、「クラブゼルビスタ会員のみ」
　となります。
•2025ハーフシーズンチケットは、5月31日（土） 横浜Ｆ・マリノス戦以降の
　明治安田Ｊ１リーグ・ホーム開催試合 ≪11試合≫ が対象です。

ハーフシーズンシートの販売は 
～2025年5月31日(土)23：59まで

ハーフシーズンシートハーフシーズンシート

お得に熱狂を体感せよ！お得に熱狂を体感せよ！
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小山のホタルと自然を守る会
齋藤 孝行 様

担当コメント

2月8日（土）、鶴川駅周辺にてファ
ン・サポーターの皆さんとご一緒にお
掃除＆ウォーキングを実施しました。
ホーム開幕戦を前に天空の城 野津

田最寄り駅である鶴川駅周辺を清掃
すること、清掃を行う姿を見ていただ
くことでポイ捨てや路上喫煙の抑止を
すること、歩くことで自身の健康づく
りをすることを目的に行いました。
当日は多くの方にご参加いただき、
3 班に分かれて活動。日常的に清掃
を行っている方々の多い地域というこ

ともあり、歩道や店舗周辺はキレイな
状態のところが多く、ウォーキングが
中心となりました。
植え込みの中を見たり、川沿いを

歩くとポイ捨てされたゴミが…。
今回はタバコの吸い殻だけでなく、

空き缶が多く残念な気持ちになりな
がらも皆で協力して回収することがで
きました。
今後もお掃除＆ウォーキングを実施

しますのでぜひご参加ください。

3月18日（火）、ゼルビーが野津田
公園内で行われたタマノホシザクラ植樹
に参加しました。
『タマノホシザクラ』は町田市の多摩
境エリアや多摩地域の一部でしか自生し
ていない希少種で、2004 年に発見され
た新種ですが絶滅危惧種 A1に指定さ
れています。
タマノホシザクラの存在を町田市民
や全国の方々に認識してもらいたいとい
う『小山のホタルと自然を守る会』の皆
さまの想いに共感し、町田市や町田市
立野津田公園指定管理など関係する

方 と々の調整から本取り組みに参加させ
ていただきました。
植樹先がゼルビアサポーターズシート

裏手に決定。〈J2リーグ10,000ゴール
記念碑〉〈ARUCLUB 3,000万歩記念
植樹〉そばとなりました。ゼルビーは穴
掘り作業から加わり、添え木の打ち込
み、水やりと一通りの工程を体験させて
いただきました。
現状は1.8mほどの大きさですが、

3mほどまでは成長していくとのことで、
ゼルビーはグングン成長することを願い
ながら一生懸命に作業していました。

ゼルビーがゼルビーが
タマノホシザクラ植樹タマノホシザクラ植樹に参加！に参加！

鶴川駅周辺
『お掃除＆ウォーキング』を実施！

　3月1日（土）町田市庁舎にて開催され
た『まちだ ECOto（いーこと）フェスタ』に
参加しました。
ゼルビーは開会式から参加させていただ

き、その後 FC 町田ゼルビアブースの運営
や各ブースの皆さんと交流。町田市庁舎の
3Fまでと屋外を利用し、多くのブースと来
場者で賑わっていました。
町田市では2026 年 4月より市全域で容
器包装プラスチックの分別がスタートします。

まちだECOtoフェスタ内では周知活動とと
もに、玉川大学と市の協働事業成果発表も
行われていました。
町田市の家庭から排出される容器包装プ

ラスチックの多くは、清掃工場で焼却されて
います。これを焼却せずに資源化することで、
温室効果ガスの排出量を削減し、環境負荷
の低減を図る狙いです。
今を生きる我々も、次代を担う未来の方々

のためにも協力して取り組んでいきましょう。

ゼルビーが『まちだ E
い ー こ と

COtoフェスタ』に参加！

多摩境駅から徒歩５分にある片所谷戸にはタマノ
ホシザクラ（絶滅危惧種）が自生しており、私たち
が保護活動を行っております。また、タマノホシザ
クラを全国に励ましの植樹運動として広めています。
今回はＦＣ町田ゼルビア様や町田市、指定管理

者のご厚意により町田GIONスタジアムに植樹させ
ていただきました。
片所谷戸は６月にホタルも飛来するので是非お越

しください。
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2月16日（日）サンフレッチェ広島戦にて
『男気コース !!』を開催。1月末に町田市立公
園としてリニューアルした鶴川香山園を訪問し
ながら完歩しました。

【9：30】 鶴川駅前やすらぎ公園に猛者が集合！
開幕戦への期待と興奮を抑えきれないメン
バーが集結し開会式を行いました。「レッツ
男気‼」の掛け声とともに元気よく出発！

【9：50】 集合場所から徒歩 5分とかからずに
鶴川香山園に到着。約 20 分間の散策タ
イムを設定し自由に園内を散策します。初
めて敷地内に入った方も多く、鶴川の魅力
を再発見されている様子でした。

【10：20】 天空の城 野津田に向けて出陣！ 　
鶴見川沿いを進みながら会話も弾み、次

第に打ち解けていく姿を見ることができまし
た。スタジアムが近づくにつれ体温も気温
も上昇！ 水分補給をしながら試合時にベス
トコンディションになるよう調整していき
ます。

【12：10】 天空の城 野津田に到着！　ゼルビー
ランドでも大きな拍手をいただきました。
城内に入っていく際には疲れも見せずスタ
ンドに向かって手を振る猛者たち！最後は
記念撮影を行って解散となりました。

FC町田ゼルビアでは、今後も男気コース‼や
ゼルビアウォーキングをはじめ、歩くことや健
康づくりの魅力を発信しながら、地域課題の
解決へと繋げていきたいと考えております。皆
さまもぜひご参加ください。

【2/16広島戦】鶴川香山園でエンジョイからの男気完歩！

FC 町田ゼルビアでは、町田市立つくし
野中学校から依頼をいただき、12月5日
（木）に太田宏介アンバサダーがサッカー部
の指導を行いました。自身の母校というこ
ともあり、会場に到着した太田アンバサダー
は懐かしさを感じながらも、変わらぬ学校
の雰囲気に喜びを感じているようでした。
今回は普及部の小杉賢三コと連携し約

40 名を指導、昨年11月30日（土）の京
都戦でファン・サポーターの皆さまにご協
力いただいた『コネクトトゥギャザープロ
ジェクト第 9弾』としてユニフォームを贈呈
しました！
配付ユニフォームを着用してトレーニン

グをスタート。ウォーミングアップから積
極的に声を出し選手たちを盛り上げる太田
アンバサダー。選手たちも徐々に緊張がほ

ぐれ動きが積極的になっていきました。
「止める・蹴る・運ぶ」という基本的な
技術を周りの状況を変えながらトレーニン
グ、選手たちも果敢にチャレンジしました。
ミスもありながら小杉や太田アンバサダー
のアドバイスを受け改善しようとする姿がと
ても印象的でした。ゴールキーパーの選手
たちがいたこともあり、今回はゴールキー
パーのトレーニングも実施しました。
最後には試合を行い、太田アンバサダー

の華麗なゴールが決まったところでトレー
ニングも終了となりました。
太田アンバサダーは子どもたちへ「中学
校生活を大切に、これからも楽しんで過ご

してほしい」とお伝えするとともに、
FC町田ゼルビアへの応援を呼びか
けました。

　3月2日（日）太田宏介アンバサダーとゼルビーが忠生スポーツ公園に
て開催された第 40 回小山田子どもマラソンに参加しました！
太田アンバサダーは開会式から参加し、これから走る子どもたちを前に激
励のメッセージを贈り、その後は1年生とともにレースへ出場させていただ
きました。以降のレースは全力で応援！ サポートスタッフとして参加してい
た中学生とともに子どもたちを熱く応援しました。

太田宏介アンバサダーが
第40回小山田子どもマラソンに参加！

自分が育った母校にゼルビアの一員として
帰って来れたことをとても嬉しく思います。
最初は緊張した様子も見られましたが、
徐々にみんなと打ち解けられて、たくさんの
笑顔をみることができました。
つくし野中に限らず、町田市民の皆さまに
FC町田ゼルビアの魅力を伝えられるように
引き続き活動していきます！

太田 宏介 アンバサダー

担当スタッフコメント

太田宏介太田宏介アンバサダーがアンバサダーが中学校サッカー部中学校サッカー部をを指導指導！！

A S S I S T
f o r  H E A L T H

健康アシスト健康アシスト
サッカーやスポーツを通じた
健康づくりができる元気な街に
サッカーやスポーツを通じた
健康づくりができる元気な街に

FC町田ゼルビア
フットボールスクール

スクールの詳細･無料体験のお申込みはこちら▶▶

無料体験受付中

GO! GO! 

ゼルビアでサッカーを初めてみませんか。

FC町田ゼルビア フットボールスクールはサッカーを楽しむプロフェッショナルたちがスタッフとして集まっています!FC町田ゼルビア フットボールスクールはサッカーを楽しむプロフェッショナルたちがスタッフとして集まっています!
フットボールスクールで楽しみながらフットボールスクールで楽しみながら  の向上を目指しませんか！？ の向上を目指しませんか！？

様々なクラスと会場でスクールを開催していますので、お子様に合ったスクールを選ぶことができます。
まずは無料体験に参加をしてゼルビアのスクールを実際に体験してみよう！

技術面 体力面 精神面

初めてでも
安心です！
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小山のホタルと自然を守る会
齋藤 孝行 様

担当コメント

2月8日（土）、鶴川駅周辺にてファ
ン・サポーターの皆さんとご一緒にお
掃除＆ウォーキングを実施しました。
ホーム開幕戦を前に天空の城 野津

田最寄り駅である鶴川駅周辺を清掃
すること、清掃を行う姿を見ていただ
くことでポイ捨てや路上喫煙の抑止を
すること、歩くことで自身の健康づく
りをすることを目的に行いました。
当日は多くの方にご参加いただき、
3 班に分かれて活動。日常的に清掃
を行っている方々の多い地域というこ

ともあり、歩道や店舗周辺はキレイな
状態のところが多く、ウォーキングが
中心となりました。
植え込みの中を見たり、川沿いを

歩くとポイ捨てされたゴミが…。
今回はタバコの吸い殻だけでなく、

空き缶が多く残念な気持ちになりな
がらも皆で協力して回収することがで
きました。
今後もお掃除＆ウォーキングを実施

しますのでぜひご参加ください。

3月18日（火）、ゼルビーが野津田
公園内で行われたタマノホシザクラ植樹
に参加しました。
『タマノホシザクラ』は町田市の多摩
境エリアや多摩地域の一部でしか自生し
ていない希少種で、2004 年に発見され
た新種ですが絶滅危惧種 A1に指定さ
れています。
タマノホシザクラの存在を町田市民
や全国の方々に認識してもらいたいとい
う『小山のホタルと自然を守る会』の皆
さまの想いに共感し、町田市や町田市
立野津田公園指定管理など関係する

方 と々の調整から本取り組みに参加させ
ていただきました。
植樹先がゼルビアサポーターズシート

裏手に決定。〈J2リーグ10,000ゴール
記念碑〉〈ARUCLUB 3,000万歩記念
植樹〉そばとなりました。ゼルビーは穴
掘り作業から加わり、添え木の打ち込
み、水やりと一通りの工程を体験させて
いただきました。
現状は1.8mほどの大きさですが、
3mほどまでは成長していくとのことで、
ゼルビーはグングン成長することを願い
ながら一生懸命に作業していました。

ゼルビーがゼルビーが
タマノホシザクラ植樹タマノホシザクラ植樹に参加！に参加！

鶴川駅周辺
『お掃除＆ウォーキング』を実施！

　3月1日（土）町田市庁舎にて開催され
た『まちだ ECOto（いーこと）フェスタ』に
参加しました。
ゼルビーは開会式から参加させていただ

き、その後 FC 町田ゼルビアブースの運営
や各ブースの皆さんと交流。町田市庁舎の
3Fまでと屋外を利用し、多くのブースと来
場者で賑わっていました。
町田市では2026 年 4月より市全域で容
器包装プラスチックの分別がスタートします。

まちだECOtoフェスタ内では周知活動とと
もに、玉川大学と市の協働事業成果発表も
行われていました。
町田市の家庭から排出される容器包装プ

ラスチックの多くは、清掃工場で焼却されて
います。これを焼却せずに資源化することで、
温室効果ガスの排出量を削減し、環境負荷
の低減を図る狙いです。
今を生きる我々も、次代を担う未来の方々

のためにも協力して取り組んでいきましょう。

ゼルビーが『まちだ E
い ー こ と

COtoフェスタ』に参加！

多摩境駅から徒歩５分にある片所谷戸にはタマノ
ホシザクラ（絶滅危惧種）が自生しており、私たち
が保護活動を行っております。また、タマノホシザ
クラを全国に励ましの植樹運動として広めています。
今回はＦＣ町田ゼルビア様や町田市、指定管理
者のご厚意により町田GIONスタジアムに植樹させ
ていただきました。
片所谷戸は６月にホタルも飛来するので是非お越

しください。
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2月16日（日）サンフレッチェ広島戦にて
『男気コース !!』を開催。1月末に町田市立公
園としてリニューアルした鶴川香山園を訪問し
ながら完歩しました。

【9：30】 鶴川駅前やすらぎ公園に猛者が集合！
開幕戦への期待と興奮を抑えきれないメン
バーが集結し開会式を行いました。「レッツ
男気‼」の掛け声とともに元気よく出発！

【9：50】 集合場所から徒歩 5分とかからずに
鶴川香山園に到着。約 20 分間の散策タ
イムを設定し自由に園内を散策します。初
めて敷地内に入った方も多く、鶴川の魅力
を再発見されている様子でした。

【10：20】 天空の城 野津田に向けて出陣！ 　
鶴見川沿いを進みながら会話も弾み、次

第に打ち解けていく姿を見ることができまし
た。スタジアムが近づくにつれ体温も気温
も上昇！ 水分補給をしながら試合時にベス
トコンディションになるよう調整していき
ます。

【12：10】 天空の城 野津田に到着！　ゼルビー
ランドでも大きな拍手をいただきました。
城内に入っていく際には疲れも見せずスタ
ンドに向かって手を振る猛者たち！最後は
記念撮影を行って解散となりました。

FC町田ゼルビアでは、今後も男気コース‼や
ゼルビアウォーキングをはじめ、歩くことや健
康づくりの魅力を発信しながら、地域課題の
解決へと繋げていきたいと考えております。皆
さまもぜひご参加ください。

【2/16広島戦】鶴川香山園でエンジョイからの男気完歩！

FC 町田ゼルビアでは、町田市立つくし
野中学校から依頼をいただき、12月5日
（木）に太田宏介アンバサダーがサッカー部
の指導を行いました。自身の母校というこ
ともあり、会場に到着した太田アンバサダー
は懐かしさを感じながらも、変わらぬ学校
の雰囲気に喜びを感じているようでした。
今回は普及部の小杉賢三コと連携し約

40 名を指導、昨年11月30日（土）の京
都戦でファン・サポーターの皆さまにご協
力いただいた『コネクトトゥギャザープロ
ジェクト第 9弾』としてユニフォームを贈呈
しました！
配付ユニフォームを着用してトレーニン

グをスタート。ウォーミングアップから積
極的に声を出し選手たちを盛り上げる太田
アンバサダー。選手たちも徐々に緊張がほ

ぐれ動きが積極的になっていきました。
「止める・蹴る・運ぶ」という基本的な
技術を周りの状況を変えながらトレーニン
グ、選手たちも果敢にチャレンジしました。
ミスもありながら小杉や太田アンバサダー
のアドバイスを受け改善しようとする姿がと
ても印象的でした。ゴールキーパーの選手
たちがいたこともあり、今回はゴールキー
パーのトレーニングも実施しました。
最後には試合を行い、太田アンバサダー

の華麗なゴールが決まったところでトレー
ニングも終了となりました。
太田アンバサダーは子どもたちへ「中学
校生活を大切に、これからも楽しんで過ご

してほしい」とお伝えするとともに、
FC町田ゼルビアへの応援を呼びか
けました。

　3月2日（日）太田宏介アンバサダーとゼルビーが忠生スポーツ公園に
て開催された第 40 回小山田子どもマラソンに参加しました！
太田アンバサダーは開会式から参加し、これから走る子どもたちを前に激
励のメッセージを贈り、その後は1年生とともにレースへ出場させていただ
きました。以降のレースは全力で応援！ サポートスタッフとして参加してい
た中学生とともに子どもたちを熱く応援しました。

太田宏介アンバサダーが
第40回小山田子どもマラソンに参加！

自分が育った母校にゼルビアの一員として
帰って来れたことをとても嬉しく思います。
最初は緊張した様子も見られましたが、
徐々にみんなと打ち解けられて、たくさんの
笑顔をみることができました。
つくし野中に限らず、町田市民の皆さまに

FC町田ゼルビアの魅力を伝えられるように
引き続き活動していきます！

太田 宏介 アンバサダー

担当スタッフコメント

太田宏介太田宏介アンバサダーがアンバサダーが中学校サッカー部中学校サッカー部をを指導指導！！

A S S I S T
f o r  H E A L T H

健康アシスト健康アシスト
サッカーやスポーツを通じた
健康づくりができる元気な街に
サッカーやスポーツを通じた
健康づくりができる元気な街に

FC町田ゼルビアのオフィシャルグッズ が

オフィシャルWEBショップ
はこちらから

から購入できる！WEB
 好きな選手のアイテムを

身につけて

  スタジアムで共闘しよう！

普段使いアイテムも

続々 入荷中!!
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1月25日（土）、FC町田ゼルビア三輪緑山ベースに
て第 3回目となる「認知症サポーター養成講座」を開催
しました。FC町田ゼルビアが2024 年11月に町田市と
「高齢者施策推進に係る連携協定」を締結し、本協定に
基づく連携施策として初開催となります。今回は町田市・
一般社団法人Dフレンズ町田及び『認知症当事者が行
きたい所に行こうプロジェクト実行委員』の方々と連携
し、FC町田ゼルビアファン・サポーターの方 を々対象と
した講座となりました。
FC町田ゼルビアの試合会場を例に「病気や障がいが

あっても日本一観戦しやすいスタジアム」など、イメージ
が湧きやすい内容を中心に講座は進みました。途中には
認知症に対するイメージを意見交換したり、簡単なゲー
ムを行い、参加者の皆さんも楽しそうな様子でした。子
どもたちも認知症を理解しようと真剣に講義を受けてい
る姿が印象的でした。
講師からは「認知症サポーターは認知症の理解者にな

ることがスタート」と、認知症は周りの方の理解と支えが
必要であり、誰しもがすぐに認知症サポーターをスタート
することができるというお話がありました。参加者の方は

「自分ができることから始めていきます」「スタジアムで
困っている方がいたら声をかけたいと思います」など、講
座を受けたことで前向きな姿勢になっていました。
講座終了後にはクラブハウス内を見学し、実際に選手が
使用しているクラブハウスに皆さん興味津々の様子でした。
参加者特典として、認知症サポーター養成講座オリジナ
ル受講証とオリジナルオレンジリングをお渡ししました。

　1月12日（日）、町田市庁舎にて開催された『町田
市庁舎バリアフリーツアー』にゼルビーが参加しました。
町田市では、バリアフリーやユニバーサルデザインの
普及啓発を通して、まちの中にあるバリアをなくし、みん
なが暮らしやすい社会、ユニバーサル社会を推進してい
ます。
バリアフリーツアーではバリアフリーが身近なものであ

ると感じていただき、心のバリアフリーについても学んで
もらうことを目指しています。ゼルビーも一緒にお話を聞
き、議場から見学。実際に議会が行われる会場に緊張
感を持ちながらも、車いすに配慮された席や、会場の音
を拾う設備など、議場のバリアフリーを学びました。議
場の見学後はリフトカーと車いすの体験を行いました。

ゼルビーが町田市庁舎
バリアフリーツアーに参加

自動で動くリフトカーの仕組みに
興味深々の子どもたち！

車いすの固定から乗車までの過程を
完ぺきにマスターしていました！

3月17日（月）、元FC町田ゼルビアトップチー
ム選手であり現在、強化部地域担当を務める深
津康太が、町田市木曽境川小学校にて開催され
たキャリア教育授業に特別講師として参加し、約
70 名の生徒たちに向けて、自身の経験やプロ
サッカー選手としての仕事についてお話しました。
プロサッカー選手として日々のトレーニングや
試合の準備、チームメイトとのコミュニケーション
の重要性など選手特有の仕事内容を紹介すると
ともに、22年間のプロ生活の中での苦労や喜び
を教えてくれました。

子どもたちからのた
くさんの質問に対し
て、丁寧に時には冗談
を交えた回答で短い
時間の中ではありまし
たが、楽しく交流しま
した。
最後に「自信を持ち、自分を信じて、仲間や家
族を信じて、後悔せず夢に向かって行ってほし
い！」と深津らしく熱い気持ちのこもった言葉で
締めくくっていただきました。

12月13日（金）、ゼルビーが町田市立鶴川第四小学校の学習発
表会に参加しました。5年生の子どもたちは約 3か月間に渡り、太田
宏介アンバサダーのキャリア教育授業、三輪緑山ベースでのクラブハ
ウス見学を通して、FC町田ゼルビアについて学習しました。
劇は学習した内容を活用したオリジナルストーリーで、タイトルは

「FC町田ゼルビアと私たちの夢」。様々な夢を持った子どもたちが、
クラブハウス見学を通して選手・コーチだけでない業種があること、
実際に仕事をしている姿を見て感じたこと、仕事のやりがいやどのよ
うな想いをもって取り組んでいるかについて学び、発表してくれまし
た。最後はそれぞれの夢を堂 と々語り、劇は終了しました。
クラブハウス見学や学習発表会を通して、FC町田ゼルビアを知っ
ていただくと共に様々な形で子どもたちの学習にご協力させていただ
きました。子どもたちの思い出に残り、学習の手助けとなるような活
動をこれからもFC町田ゼルビアとして取り組んでまいります。

深津康太強化部地域担当が
キャリア教育授業に参加！

ゼルビーが鶴川第四小学校の
学習発表会に参加！

子どもたちが大きな夢を描ける街に

担当スタッフコメント

第 3 回目となる認知症サポー
ター養成講座も定員を上回る多く
の方々からお申込みをいただきま
した。講座を通じて知識を身に付
け、試合会場や日常の中で何かお
困りになられている方に声をかけら
れる人が増えることが、町田に住むことの安心感に繋
がっていけばと考えています。今回からオリジナルの
オレンジリングを制作しましたので、今後も認知症サ
ポーター養成講座を開催し、同じ想いをもった仲間
を増やしていきたいと思います！

野村 卓也

第3回

認知症サポーター養成講座を開催

A S S I S T  f o r  W E L F A R E

福祉
アシスト

人と人のつながりが
生まれる街に

人と人のつながりが
生まれる街に

公式LINE
クラブから最新情報が届きます！

お
友
達
登
録
し
て
ね
！
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愛知金物建材株式会社
ITワークデザイン株式会社
アイテック株式会社
アサヒ飲料株式会社
アサヒ飲料販売株式会社 八王子支店
朝日リビング株式会社
株式会社アジアトレーディング
株式会社梓設計
株式会社アスペア
有限会社東典礼
株式会社足立造園
株式会社アバールデータ
市川司法書士事務所
医療法人社団　稲垣耳鼻咽喉科医院
イロハ・デザインコンセプト株式会社
株式会社インターバディ
株式会社ウィンベル
株式会社魚儀
蟹雲～魚晴～
魚晴
ウッディーガーデン
株式会社町田双葉
株式会社エイブリー
eim group
株式会社A.I.FACTORY
株式会社エクサバイト
株式会社エコテック
株式会社エスエーシー
SMBC日興証券株式会社　町田支店
株式会社エスシーライン
株式会社エスプラン
ゑにしや
えびす屋商事有限会社
株式会社FPクリエイション
エンターテイメント株式会社
有限会社ALL NEXT
医療法人社団小山ヶ丘歯科
株式会社オリバー
株式会社オリバー365
株式会社オリバーインシュア
株式会社オリバービルコム
株式会社オリバー建設
株式会社パーキング365
株式会社オルガロ
カーテンショップ森の風
株式会社ＧｒａｎｄＤｅｓｉｇｎ２１
株式会社カイセ工業
株式会社 家具の大正堂
隠れ家食堂
株式会社華月
合同会社カシワヤ
神奈中観光株式会社
神蔵興業有限会社
株式会社カミコネ
上鶴間内科クリニック
株式会社夜明け前
川田屋株式会社
環境エクステリア株式会社
元祖うな鐡
キタザワ・トレーディング株式会社

Carameliser
牛すじと肉うどん「茂」
協英印刷工業株式会社
有限会社京南
草薙一郎法律事務所
株式会社くらしの窓保険
株式会社グリーン山愛
クリエーティブカミヤ株式会社
株式会社グレースコーポレーション・ジャパン
株式会社クレコオ
司法書士法人黒崎事務所
K-FRONTIER株式会社
康仁歯科医院
株式会社光進メンテナンス
美容室Coconfouato
いちかわライスビジネス株式会社
株式会社小山左官工業
医療法人社団KIND
相模大野内視鏡・内科クリニック
株式会社サクライズ
櫻井三樹子社会保険労務士事務所
笹野じゅんこ社労士事務所
さち吉海鮮丼丸町田店
サプティー株式会社
さわざき歯科医院
ザンギ屋　大吉
三鐘商事株式会社
サンリツオートメイション株式会社
株式会社三凌商事
株式会社シーズアンドニーズ
町田市農業協同組合
株式会社JFIRST
事業リスク保険サービス株式会社
重田畳店
重光商事株式会社
システムコミュニケーションズ株式会社
合同会社しなもんや
重南米穀店
城南信用金庫　小山田支店
城南信用金庫　すずかけ台支店
城南信用金庫　玉川学園支店
城南信用金庫　原町田支店
城南信用金庫　本町田支店
株式会社昌文社
シンテイ警備株式会社
THINET
株式会社スキルドシール
株式会社スクールパートナーズ
有限会社鈴木商店
スターロックカンパニー
素潜りダイビングの安全L2
株式会社スリーライト
司法書士清家亮三事務所
西武信用金庫 町田支店
株式会社ゼロアクセル
株式会社ZEN
綜合警備保障株式会社 南多摩支社
医療法人社団相明会
有限会社SORA
株式会社 ダイグン

株式会社大曜ホームズ
株式会社タウンツアーズ
行政書士高見澤事務所
田中電気株式会社
久保田陶器店
有限会社田畑造園
たま整骨院
株式会社N.Y.Sサービス
有限会社チアクリエーション
社会福祉法人竹清会
塚本会計事務所
永和商事株式会社
TSUTAYA西友町田店
TSUTAYA町田木曽店
株式会社堤組
株式会社TSUMUGU
株式会社ティーエスシー
有限会社ディ･エス･インターナショナル・コンサルティング
一般社団法人ディスカバリー
株式会社DELTA
テレコムエージェンシー株式会社
株式会社デワネットライン
株式会社With
株式会社東京綜合造園
東京板金工業株式会社
学校法人東京町田学園 町田デザイン&建築専門学校
株式会社東京リースコーポレーション
東電タウンプランニング株式会社
東北カード株式会社
東横サポート有限会社
株式会社東和ホーム
トーテック株式会社
S&D多摩ホールディングス株式会社
有限会社ナカムラ
株式会社ナナシフードサービス 
浪越指圧センター町田
西麻布イタリアンダイニング mingo
西松建設株式会社
日幸電機株式会社
日成機材株式会社
日本グローバル照明株式会社
のがわ歯科クリニック
有限会社 野川建装
野村證券株式会社 町田支店
町田パークアベニュー商店会
株式会社パインナンバー
有限会社萩生田商事
萩原商事株式会社
小料理Bar 白圭
梯子～串と馬肉～
八昭印刷株式会社
株式会社ハブ
HUB町田店
株式会社パブリック商会
原町田診療所
株式会社久美堂
有限会社土方精肉店
ファシリティパートナーズ株式会社
株式会社ファミリア―レ
株式会社50children

税理士法人フォース
福井税務会計事務所
プラスワンサービス株式会社
株式会社ブリッジ
有限会社ブルーウェイ
パーソナルトレーニングジムBrain
有限会社クリエイト21
訪問看護ステーション カミヤ
ホースツリー 
株式会社ホクレイ
細野コンクリート株式会社
BODY MAKE HOUSE CUERPO SANO
株式会社ホテル町田ヴィラ
ホテルリソル町田
まいどおおきに 町田木曽食堂
一般社団法人Makana produce
町田焙煎珈琲株式会社
町田いずみ浄苑
町田一番街
特定非営利活動法人 町田ウォーキング協会
町田駅前グレイス歯科・矯正歯科
株式会社セん・カネコ
株式会社マチダクリップ
町田市飲食業生活衛生同業組合
町田シビック綜合法律事務所
町田ドライヴィングスクール
公益社団法人 町田法人会
町田法律事務所
株式会社町田まちづくり公社
株式会社町田予防衛生研究所
松村行政書士事務所
まほろ座MACHIDA
丸治屋せんべい店
株式式会社みどりの杜
有限会社 村上クリーニング店／洗濯職人
村野小児科アレルギー科
明光義塾　聖蹟桜ヶ丘教室
明光義塾 鶴川教室
メガロス町田
株式会社モアチェン
モジカク株式会社
株式会社モビリティワークス
森設備
有限会社守屋設備設計企画
守屋綜合法律事務所
モリヤ動物病院
株式会社ヤードエンジニアリング
山下設備
有限会社山路フード
株式会社大和テクノシステムズ
株式会社ラグザイア
リックスカフェアメリカン
LIPOT町田
一般社団法人ルミノーゾ
株式会社れんたま
株式会社レンブラントホテルマネジメント
浪漫商事株式会社
税理士法人わかば

（敬称略、五十音順）

【 2025年 ゼルビアアシスト 協賛企業一覧 】
BL100% 70% 40%

ＦＣ町田ゼルビアの活動にご理解とご協力をいただき
厚く御礼を申し上げます

2025年5月2日現在

1月25日（土）、FC町田ゼルビア三輪緑山ベースに
て第 3回目となる「認知症サポーター養成講座」を開催
しました。FC町田ゼルビアが2024 年11月に町田市と
「高齢者施策推進に係る連携協定」を締結し、本協定に
基づく連携施策として初開催となります。今回は町田市・
一般社団法人Dフレンズ町田及び『認知症当事者が行
きたい所に行こうプロジェクト実行委員』の方々と連携
し、FC町田ゼルビアファン・サポーターの方 を々対象と
した講座となりました。
FC町田ゼルビアの試合会場を例に「病気や障がいが

あっても日本一観戦しやすいスタジアム」など、イメージ
が湧きやすい内容を中心に講座は進みました。途中には
認知症に対するイメージを意見交換したり、簡単なゲー
ムを行い、参加者の皆さんも楽しそうな様子でした。子
どもたちも認知症を理解しようと真剣に講義を受けてい
る姿が印象的でした。
講師からは「認知症サポーターは認知症の理解者にな

ることがスタート」と、認知症は周りの方の理解と支えが
必要であり、誰しもがすぐに認知症サポーターをスタート
することができるというお話がありました。参加者の方は

「自分ができることから始めていきます」「スタジアムで
困っている方がいたら声をかけたいと思います」など、講
座を受けたことで前向きな姿勢になっていました。
講座終了後にはクラブハウス内を見学し、実際に選手が
使用しているクラブハウスに皆さん興味津々の様子でした。
参加者特典として、認知症サポーター養成講座オリジナ
ル受講証とオリジナルオレンジリングをお渡ししました。

　1月12日（日）、町田市庁舎にて開催された『町田
市庁舎バリアフリーツアー』にゼルビーが参加しました。
町田市では、バリアフリーやユニバーサルデザインの

普及啓発を通して、まちの中にあるバリアをなくし、みん
なが暮らしやすい社会、ユニバーサル社会を推進してい
ます。
バリアフリーツアーではバリアフリーが身近なものであ

ると感じていただき、心のバリアフリーについても学んで
もらうことを目指しています。ゼルビーも一緒にお話を聞
き、議場から見学。実際に議会が行われる会場に緊張
感を持ちながらも、車いすに配慮された席や、会場の音
を拾う設備など、議場のバリアフリーを学びました。議
場の見学後はリフトカーと車いすの体験を行いました。

ゼルビーが町田市庁舎
バリアフリーツアーに参加

自動で動くリフトカーの仕組みに
興味深々の子どもたち！

車いすの固定から乗車までの過程を
完ぺきにマスターしていました！

3月17日（月）、元FC町田ゼルビアトップチー
ム選手であり現在、強化部地域担当を務める深
津康太が、町田市木曽境川小学校にて開催され
たキャリア教育授業に特別講師として参加し、約
70 名の生徒たちに向けて、自身の経験やプロ
サッカー選手としての仕事についてお話しました。
プロサッカー選手として日々のトレーニングや
試合の準備、チームメイトとのコミュニケーション
の重要性など選手特有の仕事内容を紹介すると
ともに、22年間のプロ生活の中での苦労や喜び
を教えてくれました。

子どもたちからのた
くさんの質問に対し
て、丁寧に時には冗談
を交えた回答で短い
時間の中ではありまし
たが、楽しく交流しま
した。
最後に「自信を持ち、自分を信じて、仲間や家
族を信じて、後悔せず夢に向かって行ってほし
い！」と深津らしく熱い気持ちのこもった言葉で
締めくくっていただきました。

12月13日（金）、ゼルビーが町田市立鶴川第四小学校の学習発
表会に参加しました。5年生の子どもたちは約 3か月間に渡り、太田
宏介アンバサダーのキャリア教育授業、三輪緑山ベースでのクラブハ
ウス見学を通して、FC町田ゼルビアについて学習しました。
劇は学習した内容を活用したオリジナルストーリーで、タイトルは

「FC町田ゼルビアと私たちの夢」。様々な夢を持った子どもたちが、
クラブハウス見学を通して選手・コーチだけでない業種があること、
実際に仕事をしている姿を見て感じたこと、仕事のやりがいやどのよ
うな想いをもって取り組んでいるかについて学び、発表してくれまし
た。最後はそれぞれの夢を堂 と々語り、劇は終了しました。
クラブハウス見学や学習発表会を通して、FC町田ゼルビアを知っ
ていただくと共に様々な形で子どもたちの学習にご協力させていただ
きました。子どもたちの思い出に残り、学習の手助けとなるような活
動をこれからもFC町田ゼルビアとして取り組んでまいります。

深津康太強化部地域担当が
キャリア教育授業に参加！

ゼルビーが鶴川第四小学校の
学習発表会に参加！

子どもたちが大きな夢を描ける街に

担当スタッフコメント

第 3 回目となる認知症サポー
ター養成講座も定員を上回る多く
の方々からお申込みをいただきま
した。講座を通じて知識を身に付
け、試合会場や日常の中で何かお
困りになられている方に声をかけら
れる人が増えることが、町田に住むことの安心感に繋
がっていけばと考えています。今回からオリジナルの
オレンジリングを制作しましたので、今後も認知症サ
ポーター養成講座を開催し、同じ想いをもった仲間
を増やしていきたいと思います！

野村 卓也

第3回

認知症サポーター養成講座を開催

A S S I S T  f o r  W E L F A R E

福祉
アシスト

人と人のつながりが
生まれる街に

人と人のつながりが
生まれる街に

皆さまからのアシスト(協賛)をお待ちしております！
次世代へと繋げる魅力的な街づくりを共に行いましょう！

「FC町田ゼルビア」
を検索1 必要事項を入力して

「送信」ボタンをクリック3 後日、クラブより
ご連絡いたします4メニューバーの「HOMETOWN」より

「ゼルビアアシスト募集」をクリック2

2025協賛企業募集
お申込み方法

※書面にてお申込みの際は申込用紙に必要事項をご記入のうえ、担当にお渡しいただくかFAXでご送信ください。申込用紙は担当よりお渡しいたします。また、ホームページからもダウンロードいただけます。
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1 0 名古屋グランパス

初勝利!J13.2 [sat]
TOYOTA STADIUM

町田GIONスタジアム町田GIONスタジアム会場

VSVS5.3（金・祝）
15:00 KICK

OFF

柏レイソル

町田GIONスタジアム町田GIONスタジアム会場

VSVS5.15（水）
19:00 KICK

OFF

セレッソ大阪

町田GIONスタジアム町田GIONスタジアム会場

VSVS5.19（日）
14:00 KICK

OFF

東京ヴェルディ

町田GIONスタジアム町田GIONスタジアム会場

VSVS7.6（土）
18:00 KICK

OFF

名古屋グランパス

国立競技場国立競技場会場

VSVS7.20（土）
18:00 KICK

OFF

横浜Ｆ・マリノス

町田GIONスタジアム町田GIONスタジアム会場

VSVS6. 1 （土）
15:00 KICK

OFF

アルビレックス新潟

町田GIONスタジアム町田GIONスタジアム会場

VSVS6.22（土）
15:00 KICK

OFF

アビスパ福岡

NEWS PAPER

2024 MAY-JULY 
FC MACHIDA ZELVIA MACH SCHEDULE 

-HOME GAME-

［ 8月までのホームゲーム ］

16:00
KICKOFF（土）14:00

KICKOFF（土） 18:00
KICKOFF（土） 19:00

KICKOFF（日） 19:00
KICKOFF（土） 19:00

KICKOFF（水）

会場：

天
空
の
城
へ
集
え

たくさん
　　笑って！

いっぱい
　　食べて！

スタジアムを
遊びつくそう !

思いっきり
　　応援して！
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